
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩尻市には、アララギ派の島木赤彦や、若山牧水・若山喜志子夫妻に潮みどり、「潮音」を創刊した太田水穂、早大仏
文科を創設した吉江孤雁、昭和 33 年に文化功労賞を受賞した窪田空穂など、ゆかりのある歌人が多くいます。全国的
にも珍しい市立の短歌館を持ち、全国短歌フォーラム in 塩尻が開催されるなど、短歌の里として知られています。当館
は塩尻市にある図書館として、短歌関連の資料収集に努めております。その一端をご案内いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
来る９月２７日・２８日に第２８回全国短歌フォーラム in 塩尻(一般の部)が開催されます。そこで図書館・本館でも

短歌フォーラムをテーマに本を集め、展示・貸し出しいたします。どうぞお気軽にお立ち寄りください。 

平成２６年９月１日 

塩尻市立図書館発行 

（図書館だより６２号） 
図書館だより

 
 平成２３年６月１日 

塩尻市立図書館 

発行（１号） 

Facebook でも 
情報発信中！ 

 

図書館活用のポイントいろいろ その 1 
「あぁ どうしよう！」 こんな“ドッキリ！”ありませんか？ 
図書館を利用されて、こんな“ドッキリ！”を体験されたことはありませんか？ 
 

＜例 1＞ 小さい子どもが、本を破ってしまった！ ペットのワンちゃんが本をかじってしまった！ 
 
 ひとまずそのままで「本」と「破ってしまったページ（紙）」を図書館カウンターにお持ちください。 

 セロハンテープなどで貼ると、そのテープを“はがす”ところから、本の修理を始める必要があり、場合によってはうまくはが

れないこともございます。図書館には、本の修理のベテランがいて、テープで修復する際は書籍専用のテープやシートを使

用しております。本の状態によっては弁償になることもありますが、適切な処理を速やかに行えば、弁償しなくてすむことが

多々あります。ひとまずそのまま、お早めに図書館へお持ちください。 
 

＜例２＞ 雨降りの中、本を返しに行ったら、カウンターで「本が濡れています」と声をかけられた。 
 
大人の方に本の弁償をお願いするケースで意外と多いのが、雨などによる「水濡れ」です。「え？水は無色透明なのにな

ぜ？」「本にはビニールカバーがかかっているのになぜ？」とお思いになる方がいらっしゃるかもしれません。 

実は本の「小口、天、地」と呼ばれる、カバーのかからない部分が濡れてしまった本を、処置しないまま放置しておくと、紙

が不揃いに波打ってしまいます。また濡れたページ同士がくっついてしまって、開こうとすると印刷部分がはがれたりもしま

す。水がかかった場合、複数ページが濡れることがほとんどなので、そのページがすべて不揃いに波打ってしまうと、次の利

用者様にお貸しできない状態になることがあるのです。 

対策としては、とにかく「予防」。ビニールカバーを過信なさらず、雨天時には本に雨が当たらない状態でお持ちください。

また、バッグに飲み物などと一緒に入れていて気付かないうちに本が濡れていた・・・といった例も意外にございますのでお

気をつけください。 

短歌の雑誌は５種類。市内短歌イベ

ントちらしなども集めています。 

歌集、短歌全集などを多数

所蔵しております。 

作歌法から、県内・市内歌人

の個人歌集までございます。 

   「短歌コーナー」ご紹介 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
…本館休館日   …分館休館日 

 

○  …祝日開館 
  

9 月の本館休館日は、 

3 日､10 日､17 日､24 日､29 日です。 

編集・発行  塩尻市立図書館 

〒399-0736  塩尻市大門一番町１２番２号 

電話（0263）53-3365      FAX（0263）53-3369 

http://www.library-shiojiri.jp/ 

＊編集後記＊ 
暑さもピークを越え、朝晩や雨の日は涼しい季節になり

ました。夏休みは宿題をかかえた子どもをお連れになった
ご両親やおじい様おばあ様が大勢来館されました。子ども
のユニークなご質問は大人のレファレンスとは違う新鮮
さがありました。夏のお疲れ対策の本も 
各種ございます。ぜひご一読ください。 

１階 

２階 

図書館本館では、皆様のいろいろな興味
関心や時期にあったイベントに関する本を
随時「テーマブックス」として集めて展示・
貸し出ししております。今月のラインナッ
プは以下の通りです。 

 
 

 

  支所・公民館・福祉センター・図書館、４施設が
複合した北小野地区センター。ロビーに広がる書架
と窓際いっぱいのカーペットスペース。仕切りのな
い北小野分館は、オープンでつい時間を忘れてしま
いそうな居心地のよさがあります。 

書架には分館の特色でもある、筑摩書房から寄贈
していただいた新刊本を紹介するコーナーがありま
す。その筑摩書房創設者の生家『古田晁記念館』へ
は、地区センターから徒歩１０分です。 

ゆっくりとくつろぎながら親子がふれあい、地域
の人々が気軽に集える空間で（気軽に本を手にして
いただけるよう）暮らしの「ヒント」になるような、
さらに興味を広げてくれるような本などをご提供で
きたら･･･と思っています。 

読書の秋、ぜひ図書館に足を運んでみてください
ね。                     （北小野分館 丸山） 

９月のテーマブックス（９月１日現在） 

【若葉】 

キャリアデザイン 

【行政】土砂災害に備えましょう 

トーベ・ヤンソン生誕 100 年 

【しごと情報】 

今どきマーケティング 

チャリティコンサートご報告 

台風 

短歌フォーラム in 塩尻 

森のコート 

森のコート 

月のコート 

カ
ウ
ン
タ
ー 

【社会科学分野】 

自分を高める学び 

カ
ウ
ン
タ
ー 

 
月のコート 

いろいろ川柳 
～笑って元気になろう 

【本の寺子屋】嶋田学氏講演会     
図書館関連書籍 

【展示コーナー】木育フェスティバル 
木育・木彫関連書籍 

・木彫 

【本の寺子屋】塩澤実信氏講演会 
 古田晁関連書籍・塩澤氏著書 


